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日本のバイ࢜࣋ンチャー௻業における発明者構ᡂ 

 
 （㝮⸝ᗣ一㸦文部科学┬科学ᢏ⾡ᨻ策研究ᡤ㸭ᨻ策研究大学㝔大学ۑ

 

㸯㸬 ⫼景・目的 
 イノ࣋ーࣙࢩンに結ࡧ௜く知は、ྛ௻業においてどのように生ࡳ出されているか。さらには、ど

のようにイノ࣋ーࣙࢩンに結ࡧ௜く知の๰出を࣐ネジ࣓ントすれࡤ、イノ࣋ーࣙࢩンとそれを活用

したࣅジネスにおいて高いᡂ果がᮇᚅできるか。こうしたイノ࣋ーࣙࢩン・࣐ネジ࣓ントに関する

課題には、多様なアプローチがありうる。 
知が生ࡳ出されるプロセスを᳨ウする㝿、๰出された知をල現化したものとして、特チ出㢪文献

がしࡤしࡤ用いられる。とりࢃけ、特チが௻業⤒Ⴀにおいて果たす重要性が高い業⏺の場合には、

ᙜヱ௻業の⤒Ⴀ資⏘の中᰾となる知の内容を⾲現したものであるため、その知が生ࡳ出されるプロ

セスを論じることの重要性も高いものと考えられる。 
本研究では、特チが௻業⤒Ⴀにおいて果たす重要性が高い業⏺として、バイ࢜関連の業⏺に╔目

する。௻業⤒Ⴀにおける特チの重要性は、とりࢃけᡃがᅜがᨻ策的な重要課題の一つとして知的㈈

⏘をྲྀり上ࡆて「知的㈈⏘❧ᅜ」に向けたྲྀ⤌を始めて௨来、ᗈく認識されるようになってきた。

ここで␃意す࡭きことは、一ཱྀに「௻業⤒Ⴀと特チ」といっても、業⏺ࡈとに特チの఩⨨づけは異

なっているということである。たとえࡤ、エレクトロࢽクス関連の業⏺では、一つの〇ရを構ᡂす

る特チがきࢃめて多ᩘᏑᅾし、➇業する௻業間でクロスライセンスዎ⣙を⥾結する័行が一⯡的で

ある。そのため、基┙となる特チをྲྀ得するのࡳならず、基┙となる特チにᨵⰋをຍえた特チを多

ᩘྲྀ得することも、ᡓ␎として合理性を持つ。これに対し、〇⸆・㣗ရ・化⢝ရといったバイ࢜関

連の業⏺においては、一つの新つ〇ရに関してᕷ場で⊂༨的ᆅ఩を得るためにはその〇ရにྵまれ

る新つ᭷ຠᡂ分の特チを⋓得することが特チᡓ␎としてきࢃめて重要であり、それᨾに一つの特チ

の価್が他の業⏺よりも高いと考えられている。 
また、本研究では、特チが௻業⤒Ⴀにおいて果たす重要性が高い௻業セクターとして、࣋ンチャ

ー௻業に╔目する。大௻業と࣋ンチャー௻業のいずれにとっても特チの重要性が高いことは論をᚅ

たないが、୧者をẚ࡭ると、大௻業࡯ど多くの⤒Ⴀ資源をもたず特定のᢏ⾡に特化した研究㛤発と

ジネス展㛤を行う࣋ンチャー௻業の方が、一つの特チのその⤒Ⴀにおける重要ᗘが高いものと考ࣅ

えられる。コアとなる特チの౵ᐖッゴにᩋッした࣋ンチャーがಽ⏘に㏣い㎸まれる౛がࡳられるこ

とは、その一つのഐドである。 
これらのことを㋃まえて、本研究では、一つの特チの重要性が高い業⏺であるバイ࢜関連業⏺、

ならࡧに一つの特チが௻業⤒Ⴀの࿨㐠を担うセクターである࣋ンチャーの୧方を‶たす௻業、すな

、バイ࢜࣋ンチャー௻業に╔目する。他ᅜの௻業よりはẚ㍑的データධ手が容᫆であることからࡕࢃ

日本のバイ࢜࣋ンチャーを対象とする。日本のバイ࢜࣋ンチャー௻業の特チ分析を行うことで、ྛ

௻業において知が生ࡳ出されるプロセスに見られるᕪ異をᐈ観的にᢕᥱする。特に、特チ文献の中

にグ㍕されている発明者に╔目し、ྛ ௻業において知が生ࡳ出される態様を཯ᫎした新たな指ᶆを

ᑟධする。 
⤒験的に、バイ࢜࣋ンチャーの中には、大学あるいは௻業出㌟の๰業者がᙜヱ௻業の研究㛤発の

᥎㐍にタ❧ᚋも῝くᦠࢃり、大多ᩘの発明に関与しているケースがあり、一部のバイ࢜࣋ンチャー

はこのような特定の発明者に知の๰出を౫Ꮡするయไとなっている可能性がある。なお、このよう

な、特定の発明者に知の๰出を౫Ꮡするయไは、」ᩘのプロジ࢙クトがేᏑする大௻業には見られ

ないことであると考えられる。一方、特定の発明者に知の๰出を౫Ꮡしているバイ࢜࣋ンチャーは、

他のバイ࢜࣋ンチャーとẚ࡭て、発明にᦠࢃるேᩘは少ないものの、発明࡬のインセンティࣈが高

いため知の๰出は活発であることがண᝿される。 
上グのことを௬ㄝのᙧで㏙࡭ると、௨ୗのようになる。 

ձ バイ࢜࣋ンチャーの中には、知の๰出を特定の発明者に大きく౫Ꮡしている௻業があり、これ
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は大௻業には見られない特ᚩである。 
ղ バイ࢜࣋ンチャーにおいて、知の๰出を担う中᰾的な発明者は、๰業時のコア࣓ンバーの一ဨ

である可能性が高い。 
ճ 知の๰出を特定の発明者に大きく౫Ꮡしているバイ࢜࣋ンチャーは、他のバイ࢜࣋ンチャーと

ẚ࡭て、発明にᦠࢃっているேᩘが少ない。 
մ 特定の発明者に知の๰出を౫Ꮡしているバイ࢜࣋ンチャーは、他のバイ࢜࣋ンチャーとẚ࡭て、

知の๰出が活発である。 
 ௨ୗでは、これらの௬ㄝの᳨ドをヨࡳる。 
 
㸰㸬方法 

日本のバイ࢜࣋ンチャーの分析対象௻業として、ᚑ業ဨᩘ等のᩘ್をධ手することの容᫆性を考

慮にධれて、株ᘧ上場している௻業を対象とすることにした。株ᘧ上場しているバイ࢜࣋ンチャー

のリストとしては、HVC の「バイ࢜࣋ンチャー௻業要ぴ」㸦HVC 業⏺レ࣏ート Vol.5 2009 年 9 ᭶ 6

日 http://dndi.jp/hvc/index.html からධ手可能）を参↷した。この中の 26社のうࡕ、すでに

上場ᗫṆになっているものが 4 社あり、ṧり 22 社を対象とした。⾲㸯に対象௻業のリストを♧し

た。 

ẚ㍑対象の大手〇⸆௻業に関しては、2010 年の኎上ࡆ上఩ 10 社㸦IMS ་⸆ရᕷ場⤫計による。

外ᅜ௻業を㝖く。）をࣆックアップした㸦Ṋ田⸆ရ工業、アステラス〇⸆、➨一୕ඹ、田辺୕⳻〇

⸆、中外〇⸆、エーザイ、大ሯ〇⸆、༠࿴発㓝キリン、大日本住཭〇⸆、ሷ㔝⩏〇⸆）。 

本研究で╔目するⅬは、「特定の発明者に知の๰出を大きく౫Ꮡしている௻業」であるかどうか

というⅬである。これの指ᶆとするため、ྛ௻業について、特チ出㢪件ᩘがトップの発明者㸦トッ

プ発明者）を同定し、そのトップ発明者の特チ出㢪件ᩘをᢕᥱし、それをᙜヱ௻業のこれまでの⥲

特チ出㢪件ᩘで๭り、トップ発明者がᙜヱ௻業の全特チ出㢪に༨める࢙ࢩア㸦トップ発明者࢙ࢩア）

を⟬出した。特チ文献を抽出するためのデータ࣋ースは、株ᘧ会社パテントリザルト社の

“BizCruncher͇を用いた1。ྛ௻業について、௻業年㱋㸦2011 からタ❧年をᘬいた್）、ᚑ業ဨᩘ

㸦連結௻業がある場合はそれもྵめたேᩘを᥇用した）、これまでのす࡭ての特チ出㢪の中にグ㍕

された発明者のேᩘ㸦発明者ᩘ）、をカウントした。これにより、「特チ出㢪件ᩘ/௻業年㱋/ᚑ業ဨ

ᩘ」を計⟬した。「特チ出㢪件ᩘ/௻業年㱋」は、タ❧ᚋ 1年ᖹᆒでいくつの特チ出㢪がなされたか

を♧す。ᚑ業ဨᩘは௻業つᶍに対ᛂするため、これで๭ると௻業つᶍの影響をコントロールするこ

とになる。また、「発明者ᩘ/ᚑ業ဨᩘ」も計⟬した。ᚑ業ဨᩘとしては現ᅾのᩘ್を用いるため、

過ཤのある一時Ⅼでの「発明者ᩘ/ᚑ業ဨᩘ」を♧しているࢃけではないが、これまでのす࡭ての

特チ出㢪の中にグ㍕された発明者のேᩘを௻業つᶍで๭ってコントロールしたものとなる。 

 

㸱㸬結果・考察 

ᅗ㸯に、ྛ௻業の「特チ出㢪件ᩘ/௻業年㱋/ᚑ業ဨᩘ」を♧した。ᅗ㸰に、ྛ௻業の「発明者ᩘ/

ᚑ業ဨᩘ」を♧した。いずれも、ྛ௻業における知の๰出活動の活発さを♧すものと考えられ、つ

ᶍの異なる௻業間でもẚ㍑可能な指ᶆである。なお、「発明者ᩘ/ᚑ業ဨᩘ」が 1を㉸えている௻業

があるのは、発明者には௻業外部のඹ同研究者もྵまれうるためである。 
 ྛ社のトップ発明者の特チ出㢪件ᩘをᅗ㸱に♧し、これをྛ社の⥲特チ出㢪ᩘで๭った「トップ発明

者࢙ࢩア」をᅗ㸲に♧した。これによると、分析対象としたバイ࢜࣋ンチャー௻業のトップ発明者࢙ࢩ

アは、0.14㹼1.0 の間の್である。一方、大手〇⸆ 10 社についてもトップ発明者࢙ࢩアを計⟬したとこ

ろ、0.020㹼0.065 の範ᅖの್であり、バイ࢜࣋ンチャーのそれより 1 ケタ少ない್である。大手〇⸆が

多くの研究者をᢪえ様々な研究㛤発プロジ࢙クトをᐇ᪋していることから考えると、大手〇⸆において

は特定の発明者のࡳが特チ出㢪において大きな࢙ࢩアを༨めることは考えにくいが、バイ࢜࣋ンチャー

については、一௻業の特チ出㢪の࡯とࢇどす࡭ての発明者として同一の者がグ㍕されているというケー

                                                   
1 93年௨㝆の公㛤特チ公報、96 年௨㝆の෌公⾲公報、96 年௨㝆の公⾲特チ公報、94年 1᭶から 96年 3᭶ま

での特チ公告公報、96年 5᭶௨㝆の特チ公報が཰㘓されている。本研究では、2011年 10᭶時Ⅼまでの特チ

データを用いた。 
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スも見受けられるのである。これにより、௬ㄝձがᐇドされた。 
なお、ᅗ㸯とᅗ㸰を見ると、アイロ࣒࣍ールディングス、新日本科学、イーࣆーエス、࣑ࢩック

の㸲社は、知の๰出活動が他とẚ࡭て活発に行ࢃれていない。これらの௻業は受ク研究を行う機関

㸦CRO や CMO）であるため、新たな知の๰出活動は࡯とࢇど行っていないものと考えられる。そこ

で、௨ୗの分析では、これらの㸲社は㝖くこととした。また、࣓ディࢩノバは、上場௻業であるに

もかかࢃらず、ᚑ業ဨᩘ等の௻業情報にアクセスできなかったため、௨ୗの分析からは㝖外した。 

 それでは、トップ発明者はどのような者であるか。それを♧したのが⾲㸰である。トップ発明者の␎

Ṕやᙜヱ௻業とのかかࢃりは、ྛ௻業のウ࢙ࢧࣈイトや上グの HVC 業⏺レ࣏ートを参↷した。大きく

分けると、ḟのようなケースがある。࠙ アࠚ大学研究者のᢏ⾡ࢩーࢬから生まれた࣋ンチャーの、๰業

࣓ンバーの一ேである、大学研究者。大学にᡤ属する研究者がそのᢏ⾡を᰾として๰業し࣋ンチャーの

⤒Ⴀ㝕にධるが、大学にもとどまりව務するケース㸦アンジ࢙ス、࢜ンコセラࣆー、トランスジ࢙ࢽッ

ク、DNA チップ研究ᡤ）や、大学を定年㏥職するᩍဨが࣋ンチャーを๰業するケース㸦ECI）や、大

学の研究者が๰業時のᢏ⾡ࢩーࢬの中᰾を担っているがᙜヱ研究者は正ᘧには௻業ഃにᡤ属していな

いケース㸦ࢼノキャリア）がある。大学にᡤ属しているࢃけではないが研究者が๰業するケース㸦アー

ルテックウエノ）もこれに㢮ఝのものと考える。࠙ イࠚ௻業出㌟の๰業者㸦⥲་研 HD、࣓ディࣅック、

PSS、タカラバイ࢜、ච␿生≀研究ᡤ）。࠙ ウࠚ๰業ᚋのఱらかのẁ㝵からᙜヱ௻業との関ࢃりを持つよ

うになる者。ᙜヱ௻業の研究㛤発担ᙜの社ဨまたは役ဨとして㏄えられているケース㸦࣓ディネット、

J-TEC、カルࢼバイ࢜ࢧイエンス）や、ඹ同研究相手であるケース㸦そーせい、ジーエࢾアイ）がある。 
⾲㸰の結果から、日本のバイ࢜࣋ンチャー௻業のトップ発明者には、㸦大学の研究者であれ௻業出㌟で

あれ）๰業者あるいは๰業時に中᰾となるᢏ⾡ࢩーࢬをᥦ౪したேが多いことが明らかになった。した

がって、௒ᅇ見た範ᅖでは、௬ㄝղはある⛬ᗘጇᙜなものであることが♧された。さらに、トップ発明

者࢙ࢩアが༙分の 0.5 を㉸えている௻業とそうでない௻業をẚ࡭て、⾲㸰においてఱか法๎性が見出せ

るかどうか᳨ウしたが、これについては特ẁの知見は得られなかった。 
 ௒ᅇᑟධした指ᶆを用いて対象௻業を分㢮し、ᅗ㸳に♧した。ᶓ㍈は、トップ発明者࢙ࢩアである。

トップ発明者࢙ࢩアの್として༙分の 0.5 を原Ⅼとする。⦪㍈は、知の๰出活ᗘの活発ᗘを♧す「特チ

出㢪件ᩘ/௻業年㱋/ᚑ業ဨᩘ」である。対象௻業の中央್は⣙ 3.2であり、これを原Ⅼとする。知

の๰出が活発で中᰾となる発明者がいる⩌、知の๰出活動は他とẚ㍑してあまり活発ではないが中

᰾となる発明者がいる⩌、知の๰出活動は他とẚ㍑してあまり活発ではなく中᰾となる発明者もい

ない⩌、知の๰出が活発だが中᰾となる発明者がいない⩌、に分けることができる。 

 この༊分を基に、トップ発明者の࢙ࢩアが高い⩌と低い⩌のẚ㍑㸦ᅗ㸳の⦪㍈のྑഃとᕥഃの௻

業のẚ㍑）をした結果を、⾲㸱に♧す。知の๰出活動が活発な⩌とそうでない⩌のẚ㍑㸦ᅗ㸳のᶓ

㍈の上ഃとୗഃのẚ㍑）をした結果を、⾲㸲に♧す。 

 ⾲㸱において、௻業つᶍでコントロールした発明者ᩘに╔目すると、トップ発明者࢙ࢩアが高い

⩌も低い⩌も、ࡰ࡯同⛬ᗘの್を♧していることがࢃかる。このことから、トップ発明者の࢙ࢩア

が高いということは、発明に参画する⥲ேᩘが少なくなることを意࿡するࢃけではないとุ᩿する

ことができる。その理⏤は、トップ発明者は多くの場合に༢⊂で発明をするのではなく、他の研究

者とのඹ同発明を行って知を๰出しているためであると᥎ できる。௨上のように௬ㄝճはྰ定さ

れ、ࡴしろ「特定の発明者に知の๰出を౫Ꮡしているバイ࢜࣋ンチャーは、他のバイ࢜࣋ンチャー

とẚ࡭て、発明にᦠࢃっているேᩘが少ないࢃけではない。」ということが明らかになった。 

 ⾲㸱と⾲㸲からを見ẚ࡭てࡳると、トップ発明者࢙ࢩアと知の๰出活動の活発さとの関ಀについ

ては、現ẁ㝵では୙明である。したがって、௬ㄝմについては᳨ドできていないため、௒ᚋの課題

としたい。 

 
㸲㸬まとめ 
 ௨上のように本研究では、ྛ ௻業で特チ出㢪ᩘトップ発明者がᙜヱ௻業の全特チ出㢪に༨める࢙ࢩ

ア、すなࡕࢃトップ発明者࢙ࢩアという指ᶆをᑟධし、日本のバイ࢜࣋ンチャー௻業を対象とした

分析をヨࡳた。その結果、「バイ࢜࣋ンチャーの中には、特定の発明者に知の๰出を大きく౫Ꮡし

ている௻業があり、これは大௻業には見られない特ᚩである。」ということが明らかになった。ま

た、௒ᅇ調査対象とした௻業を見る㝈りでは、「バイ࢜࣋ンチャーにおいて、トップ発明者は๰業

時のコア࣓ンバーの一ဨである可能性が高い。」と㏙࡭ることができる。さらに、「知の๰出を特定



― 284―

の発明者に大きく౫Ꮡしているバイ࢜࣋ンチャーは、他のバイ࢜࣋ンチャーとẚ࡭て、発明にᦠࢃ

っているேᩘが少ないࢃけではない。」ということも♧၀された。௒ᚋは、トップ発明者࢙ࢩアと

知の๰出活動の活発さとの関ಀをᐇドできるよう、新たなアプローチを᳨ウしたい。 
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ͤ 本研究は、発⾲者がᨻ策研究大学㝔大学ライࢧࣇイエンスᨻ策研究プロジ࢙クトにおいて、公┈㈈

ᅋ法ே日本生⏘性本部による「生⏘性研究ຓᡂ」のᨭ᥼を得てᐇ᪋した調査研究である。ただしグ

㍕内容はᡤ属⤌⧊やຓᡂඖの見ゎではなく発⾲者の見ゎであり、もしㄗ䭙がྵまれるとすれࡤ発⾲

者ಶேの㈐めにᖐするものである。 
 




